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■令和５年度の進め方について 

 

１．進め方と検討のポイント 

○景観形成重点地区指定に向けた検討を進めていくとともに、国道 415号沿道で活動を起こし

ていくために、“やってみたい”ことがある方や団体を募集し、「景観まちづくりウィーク」

として期間を定めて、実証実験を実施します。（詳細は、資料３を参照） 

○パネル展示やオープンハウス（10月頃、景観まちづくりウィークと合わせての実施を検討）、

地区の皆さまへの説明会（令和６年２月頃予定）等の機会を通じて、地域の方、沿道にお住

まいの方へ検討状況をお伝えするとともに、ご意見をいただきながら進めていきます。 

 ※令和４年度の検討内容（国道 415 号沿道周辺における景観まちづくりのビジョン、テーマ）は、沿

道にお住まいの方への全戸配布・意見照会（5月末～6/16）を行いました。 

 

 図 検討スケジュールと検討ポイント 
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２．検討委員会のスケジュールと検討内容 

○令和５年度の検討委員会については、３回の開催を予定し、以下の内容について検討を行い

ます。 

 

図 検討委員会における検討内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 検討委員会 開催スケジュール 

日時 主な内容 

第４回 

令和 5年 7月 6日（木） 

14時～16時 

・令和５年度の進め方、スケジュール 

・景観まちづくりウィーク（ワークショップ、実証実験） 

・建築物等による景観づくり（ルール、届出・協議の流れ等） 

第５回 

令和 5年 9月 28日（木） 

14時～16時 

・景観まちづくりウィーク（ワークショップ、実証実験） 

・資源を守り活かした景観づくり 

・他主体の協働による景観まちづくりの推進 

第６回 

令和 6年 1月 25日（木） 

14時～16時 

・国道 415号沿道地区 景観まちづくりプラン（素案） 

 

令和５年度（３回の開催を予定） 

◇資源を守り活かした景観づくり 

・景観資源として捉えるもの 

・資源を守り活かす方針 

・景観重要建造物・樹木の指定 等 

 

◇建築物、工作物等のルール、協議の仕組み 

・まち並み形成方針（配慮事項） 

・景観形成基準（行為の制限） 

・届出、協議の流れ 

  

◇他主体の協働による景観まちづくりの推進 

・推進体制 

・市民や事業者等との連携による誘導・推進方策（ソフ

ト事業支援策、ハード整備補助制度等）とプロセス 

令和４年度 

・背景や目的、景観の特性 

・目指したい沿道の姿や過ごし方（景観まちづくりのビ

ジョン） 

・ビジョンを実現するための景観まちづくりのテーマ 

・アンケート 

・キーマンヒアリング 

・ワークショップ 

・景観まちづくり実証実験 

・オンラインプラットフォー

ムの運用 

 

・ワークショップ 

・景観まちづくり実証実験 

・オンラインプラットフォー

ムの運用 

 

・パネル展示、オープンハウ

ス、住民説明会などの周

知、意見収集 

 

・パブリックコメント 

地域住民等 周知・意見収集 景観重点地区指定検討委員会 


